研修出張様式4


研修報告書

	所　　属　介護老人保健施設　南山苑　　職　種　介護福祉士　　氏　名　森崎　麗香子

	期　　間　平成年　9月　30日　8：30～15：30

	出張目的　第24回全国老人保健施設大会　石川

	出 張 先　ホテル日航金沢、石川音楽堂、ＡＮＡクラウンプラザホテル金沢　他

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察＞

　今回、講演だけではなく、各セクションにおける研究発表を中心に聞き、学んでまいりました。今回は、私自身、通所の受け持ちをさせていただいていることもあり、通所に関するものを多く聞いてきましたが、プログラムやレクリエーション等、利用者のニーズや利用者の能力を引き出すための工夫した取り組みをされており、その工夫をしていく上では、今の利用者様の状態だけではなく、家族とのやりとりであったり、これまでの人生背景であったり、様々な視点からみて検討をしていく必要があると感じましたし、職員からの一方的に提供されるものではなく、利用者または家族と一緒になって考えながら、内容を検討していくことも通所サービスの充実に繋がっていくのだと実感しました。

　また、通所に関すること以外にも、管理者として人材育成に関しての発表も聞いてきましたが、やはり発表されていたどの施設でも共通して感じたことは、指導する職員が毎日同じであるわけではなく、日々変わる中で、指導者によって指導の仕方が違って新人職員が戸惑う事や、指導が十分に行なえなかったり、指導者の能力または、新人職員の能力により、一貫した教育が行なえなかったり等の現状を抱えていて、その現状の中で介護職員の離職率が高いということがありました。指導にあたっての指導者の教育と、指導にあたっての統一性をもたせることと、新人職員との関わりについてそれぞれの施設で工夫をして取り組まれ、離職率が減少したという発表は興味深く感じました。

　南山苑においても離職は、切り離せない課題であり、改善が必要なことであると感じておりましたので、この研究について参考したいと感じました。

＜研究発表①＞

タイトル「3時半だよ！全員集合」　

兵庫県　介護老人保健施設　ステップハウス宝塚

1 ，はじめに　穏やかな中にも活気ある施設生活を過ごしていただきたいという想いから、当施設ではレクリエーション以外にも利用者との関わりを持つ時間を大切にしてきています。しかし日々の業務の中では、職員間での統一した対応が図れていないという現状がありました。精神面の活性、機能の維持、向上を図ることを目的に利用者にとって馴染み深く楽しむことの出来る「歌」に今回スポットを当て「3 時半だよ! 全員集合」（以下「歌会」とする）と題し、施設生活の中でより多くの楽しみを持っていただけるよう取り組んだ成果をここに報告する。

2 ，対象　期間 

　対象　　2 階利用者　41名　　3 階利用者　43名　　1 日の平均参加者各20名前後参加者の中から下記2 名を主として経過観察する。 

　対象者　事例1 　　　　　　

　　　C氏　　　85歳　　女性　　介護度5 　　HDS-R 14点 

　　　既往歴　　腰椎圧迫骨折　腰部脊椎管狭窄症　糖尿病　高血圧 

　元来社交的で明るい性格であったが、腰痛からくる意欲、気力低下著明となり自発語が少なく、日中表情険しい。下を向いたまま他者との交流もあまりみられず、危険認知も低い。日中は、尿意の訴えが頻回にある。

 対象者　事例2

　　　Y氏　　　93歳　　女性　　介護度3 　　　　　　

　　　既往歴　　第一腰椎圧迫骨折　　うつ病 

　夕方になると、不安感からか辻褄の合わない言動が増える。倦怠感の訴えが多く臥床時間も長い。他者との交流が少なく、夜間は不眠傾向にあり、ベッドからの起き上がりが頻繁に見られる。 

　期間　　H25年1 月～4 月 

3 ，取り組みと経過 　

　確実に利用者との関わりの時間が持てるように、早出、遅出勤務者の業務内容を見直し業務調整をおこなった。また、歌会の進行がスムーズに行えるよう既存の歌集を使いやすいように改善した。参加利用者の変化等気付いたことは職員間で情報共有できるように記録ノートを作成した。 　

　当初は、職員による歌会への参加の促しや誘導により5 ～ 6 名からのスタートであったが、フロアーに流れる歌声やにぎやかな笑い声につられて遠くでみていた人達も徐々に参加するようになってきた。現在では促しや声かけを行わなくても、開始時間の前から集まってくる利用者も見られ、平均25名程度で実施できている。 

　事例1　　C氏 　

　当初　集まりへの参加は消極的であり職員の促しが必要であった。「家に帰りたい」という 　本人、家族の思いも強く、在宅復帰を目標に精神面の活性目的に「歌会」への参加を促した。入所1 ヶ月頃より「歌会」の時間になると自ら進んで最前列で口を大きく開けて歌うようになった。入所当初は排泄に関する発語だけであったが、「歌会」への参加を重ねる毎に「そうか!・・あんたの顔みたら安心やわ」等の感情を表す発語も増え、また次第に表情も柔らかく穏やかになり、腰痛や尿意の訴えも減少してきた。 

　事例2　　Y氏 　

　入所当初は不安を訴える事が多く、自室で過ごされることが多かった。夜間にベッドからの起き上がりや不明瞭な言動も多くみられていた。また不眠傾向であり向精神薬を内服する事もあり、離床時間確保と精神面の安定を目的に「歌会」への参加を促した。元来、歌は好きという事もあり、拒否なく参加され小声ではあるが、口ずさみ笑顔が見られるように

なった。 参加1 ～ 2 週間経過した頃より向精神薬を服用しなくても問題行動が軽減してきた。 

4 ，考察 　

　集団で歌うことにより、情緒の安定・痛みの緩和・回想効果・役割意識・集団意識の向上等を認められると言われている。 　

　C氏は役割意識をもったことで、自分の居場所を見つけることが出来、日中の過ごし方に変化が現れ、自発的な会話も増えたと思われる。”楽しい”と思う事が出来、情緒の安定が図れたことにより、腰痛への意識が薄れ、表情も明るく柔らかくなり、尿意の訴えの回数も減っていった様に思われる。 　

　Y氏は「歌会」に参加することで、離床時間が増え、他者との交流の場を持つことが出来、不安の解消に繋がったと思われる。また向精神薬の服用もなくなり精神面の安定に繋がった。 

　全体を通して　短期間の取り組みではありましたが、余暇活動を充実させ、継続することで、一人一人の生活リズムの一部として定着していき、閉じこもりの改善や声を出す機会が増えたことで、意欲向上へと繋がっていったのではないかと考える。 

　この「歌会」の効果は、職員間での記録ノートの記載から、上記対象者以外にも多くみられ精神面の活性化と機能の維持、向上へと繋がっていったことを職員一同再認識することができた。 今回、「歌会」の効果が、刺激になったのか・・夜間に大きな声を発し歌い続ける日々が続いてしまった。結果、同室者や他利用者から迷惑との声があがるという困難ケースもでてきた。

5 ，今後の取り組み　今回は「歌」を中心に利用者に楽しんで頂けるような取り組みを行ったが、今後は歌にとらわれることなく、利用者の心と体のリフレッシュを図れる場として継続した取り組みを行っていきたい。また日々見られる利用者の変化を見逃すことなく経過を追い、多くの利用者が穏やかな中にも活気ある生活が送れるように働きかけていきたい。「3 時半だよ！全員集合」を通じてより良い施設生活が送れるように・・・

○この研究を聞いての考察

　利用者が不穏や転倒の多かった時間（15時半～）に着目し、その時間で固定をして毎日行なうことで、利用者への定着やなじみのスタッフとの関わりによって信頼関係が生まれ、自分の居場所や情緒の安定・利用者の自発的参加に繋がったのではないかと感じる。認知症の方が多い、当苑においても精神面への働きかけとして活用できるのではないかと感じた。

＜研究発表②＞

タイトル「集団レクから選択制レクへの試み～気づいてみれば利用率アップ」

神奈川県　介護老人保健施設　リハリゾート青葉

【はじめに】当施設通所リハビリテーションは、集団での体操やレクリエーションを中心に提供してきた。しかし、一人ひとり、介護度や身体能力が異なっているにもかかわらず、画一的な内容のプログラムを提供していたことに疑問を感じた。また、ご利用者より「内容に飽きた」との声も聞かれるようになり、参加者数も減ってきたため、個別のニーズに合った選択制のプログラムを提供し、参加者数のアップを目指して取り組み実施してきたことを、ここに報告する。

【目的】

ご利用者のニーズにあった内容の、体操やレクリエーションを増やし、より多くのご利用者に参加して頂き、楽しく満足していただける通所リハビリテーションにする。【方法・内容】平成24年4 月に他部署のスタッフに協力してもらい会議を開き、選択制プログラムの開始時期を6 月と決め、そこに向けて通所のスタッフで話し合いをし、プログラムの作成を行ってきた。選択できるだけの多くのプログラムを実施するために、一日7 種類のプログラムを用意することに決めた。

（午前3 種類・午後4 種類）そのために、一日の流れを変え、入浴時間を午後も開始し、人員配置の見直しもした。多くの体操やレクリエーションを提供するために、インターネットやDVDなどで勉強し、また、各自で公営の体操教室や手芸教室に通い学んだことを、講習会を開きスタッフに伝えた。選択制のプログラムを開始するに当たり、月間スケジュール表を作成し、事前にご利用者家族に配布した。プログラム内容の具体例。＊人数制限のあるものは（立って行う体操等、多人数で出来ないもの）抽選箱を設置し抽選会を開いた。＊製作プログラムでは、牛乳パックや余った布、木製の板を使い、リサイクルできるものを活用し、作品を作り、出来上がったものはご利用者に持って帰って頂くようにした。＊直線50mあるフロアを活用し、歩行カードを作り、歩行訓練を自主的に行って頂いた。【結果・考察】集団での体操やレクリエーションに参加されなかったご利用者が、選択制のプログラムにすることにより、決められたプログラムではなく、自ら選択し、自分に合ったプログラムに意欲的に参加されるようになった。また、抽選で当たった時に、ご利用者の歓声や笑顔がみられ、隣席の方と相談するなど、ご利用者同士のコミュニケーションも増えた。製作プログラムに関しては、身体を動かす体操は苦手だが、指先のリハビリにもなる製作ならば、と参加するご利用者が増えた。出来上がった作品を自宅に持ち帰り、飾っているご利用者もいた。今までは、席に座って何も参加されなかった男性のご利用者が、お孫さんや奥様へのプレゼントとして持ち帰りたいと、参加されるようになった。歩行訓練は、歩行カードに記入することにより、自分が歩いた距離が目に見えてわかる為、励みになり、また、ご利用者同士誘い合い、歩行するご利用者が増えた。月間スケジュールを事前に配布することにより、ご家族で話し合いをしたり、ご利用者自身で、日々何に参加しようかと考えていただけるようになった。「来るのが楽しみだ！」と言うご利用者の声が聞かれるようになった。ご利用者自身での、自己選択や自己決定は、大変重要なことであることがわかり、一人ひとりが目的を持って、体操やレクリエーションに参加し

て下さるようになり、結果参加者数が増えた。気が付いてみると、通所利用率もアップしていた。

【まとめ】

スタッフの体操や製作の提供方法に能力の違いがあったため、今一度、統一を図る為に更なる勉強をする。各プログラムの参加者数に差が出始め、ニーズに合った内容のものが分かってきたので、プログラム内容を見直し、ご利用者に日々目標を持って参加しリハビリに励んでいただけるよう、今後は全員参加を目標にスタッフ一同努力していきたい。

○この研究を聞いての考察

　一方的に提供されるプログラムだけではなく、利用者様が選択する・考えるプログラムがいかにサービスの向上に繋がるのかと感じた。

　当苑での通所においては、利用者様が自由にカードゲームやお話を楽しまれている時間と、スタッフで考えて提供しているプログラムに終始しており、幅に広がりがない現状にある。この研究の取り組みを参考に、もっとプログラムの幅を広げ、利用者が楽しく、意欲をもって参加できるサービスを提供し、さらに利用率の向上に繋げていけたらと考える。

＜研究発表③＞

タイトル「想いを引き出し行動を変える研修の実行と成果」

医療法人春成会介護老人保健施設アメニティ国分、居宅介護支援事業所うのき兵庫県　

【はじめに】

従来の研修を行う目的は自己研鑽の要素が強く、ことさら部署内の質の向上を目的として行ってきた。当施設のデイケアでは、昨秋より新しい主任代理のもと新体制となったが、時を同じくして利用者減少や通所内の体制の変化を強いられることとなり苦慮している場面をリハ課、事務課、居宅介護支援事業所ではみてきた。そこでデイケアをはじめリハ課や事務課、居宅が連携し、お互いの職域の理解を通じて対象者が本当に望むデイケアの在り方を考える機会を設ける目的で会

議を行い、さらに戦略的な研修会（これを以下リハ課セミナーと呼ぶ）を通じて行動変容を誘った。その結果、デイケアの職員に行動変容と自己への気付きが見られたので以下に報告する。

【対象と方法】

新体制後行ってきた会議では主に「選ばれる事業所になるためにどうするか？」「利用者減を防ぎ利用者を増やすためにはどうするか」が考えられ、具体的にレイアウトの変更やデイケア運営の内容が変化した。しかしそれだけでは対応できない利用者も存在し、そのような存在に対し、デイケアでは対応に苦慮していた。リハ課セミナーではこの部分を補うため、対人援助技術を中心とした接触技法を主に取り扱いながら徐々に認知症などを含めた個々の理解を促す内容で研修内容を組織した。そのため研修内容は「その人らしさについて」「コミュニケーション技法」「カンファレンスの方法」「事例研究」などの対人援助技術について主に行い、講義のみで終わることなくグループワークを通じてお互いに意見を出し合い、理解しあう場面を作った。なお、主任以上の役職者はグループワークに入れず意見の出しやすい雰囲気を作る事に徹した。ここで意識づけたかった点は1 ．多職種協働を意識した傾聴訓練2 ．プロフェッショナルニーズとフェルトニーズの合致点の考察の2 点であった。

【結果】

主観的見解として事務局・リハ職・居宅からみたデイケアは1 ．他部署とのコミュニケーション量の増加、2 ．利用者とのコミュニケーション量の増加、3 ．家族や来訪者へのコミュニケーション量の増加、4 ．デイケア内でのカンファレンスの増加（利用者について）がみられた。これらは他職種協働の傾聴訓練の内容と合致する。さらに、対象者個々への関わりが変化したことも特記すべき点である。具体的な例としては、徘徊をする者がいたとして今まではついて回り、一緒に歩くだけであったのが、今回のセミナー後は理由の行動付けが行え、それに対して具体的な対応を全員が意識してできるようになってきている。またデイケアスタッフの居宅への訪問回数も増え、家族や関係部署との情報共有の機会が増加し、対象者の行動と理由、そして対応についてまで具体的に話が展開できるようになっている。これはプロフェッショナルニーズとフェルトニーズの合致の結果といえる。また、本セミナー計6 回終了後に行ったアンケートでも上記2 点についての効果を実感する言葉が参加者の多くから聞かれている。

【考察】

他者から与えられる課題だけではなく、自分たちの今あるニーズについての具体的な戦略と取り組みこそを行ったことが行動変容を起こすためには重要であることに気付けたことが今回の自己覚知の大きな要素と思われる。さらに行動変容の基盤として、実際に他者の行動が変わったことに気付くことだけでなく、行動変容を自身が感じる事ができることが重要であり、今回そのような変化がアンケートを通じて起こっている事が一番の収穫ではなかろうか。これをきっかけに職員と利用者間のみでなくより多くの職員間でも「より良い関係性」を築いていけるように、今回の様な戦略を練っていきたいと思う。1 年後、2年後もさらにみんなで成長していけるような学びと気づきの場を今後も創造し、提供していきたい。

○この研究を聞いての考察

　施設での現場では、チームワークと各専門職の働きが重要であり、それぞれの知識・技術の習得は、必要不可欠であるが、習得する為の研修の体制がいかに重要であるか感じました。一方的に研修を実施するのではなく、どこにニーズがあるのか、研修する際の具体性など、研修を受ける側と研修をする側との関係が合致しなければより良いものにはなっていかないと感じました。ただ、研修を行なうのではなく、いかに参加者が、参加したいと思える研修にするかが大事だと感じました。

＜研究発表④＞

タイトル「介護職員の離職率減少への取り組みとその成果」

兵庫県　介護老人保健施設　ヴィラ光陽

（はじめに）

介護職員の離職率は年間で約20％と言われている。数字で見ると5 年で職員がほとんど入れ代わることになる。また、ほとんどの職員が3 年間の間に仕事を辞めていくと言われている。

当施設でも責任者不在で退職者が多い時期があり、特に入職後、数週間、数ヶ月間での退職が多い時期があった。私が当施設の介護主任に任命された為、退職していく職員の意見を参考にし、それに対しての取り組みを考え、実施していくことで離職率がどのような結果になるのか研究した。

（問題点）

入職して数ヶ月以内に退職する職員の原因を調査すると、「職場に馴染めていない、人間関係の問題」、「指導がしっかりできていない」、「職場環境の悪化からの今後の不安」だった。

これは悪循環からくるものだと思われた。

（方法）

下記1 ～ 5 の対策を平成23年2 月より開始し、実施前を平成22年4 月～平成23年3 月、実施後を平成23年4 月～平成24年3 月とし、実施前と実施後の離職率を比較した。

1.新人オリエンテーションの見直し

2.新人指導ファイルを作成

3.業務マニュアルの作り直し

4.指導するあたり留意することを職員全員に周知徹底

5.ミーティングを毎月開催

※離職率の算出方法には、離職率=1 年の退職者数÷年初の全労働者数×100を用いた。

（結果）

当施設では実施前40.6%と他施設よりかなり高かったが、実施後は17.6%まで減少が見られ、全国平均まで離職率を下げることができた。退職された方の理由も以前とは異なり「年齢からくる体力の衰え」、「持病の悪化」、「身内の介護」という理由が大半を占めるようになった。さらに平成24年4 月以降8.1％まで離職率が減少し、8 月以降は離職者0 %を維持している。

（考察）

指導ファイルがあることにより、進捗状況が把握できるようになり、以前は指導職員から「前の人がどこまで教えているかわからない」といった声があったが、実施後はほとんどなくなり、新入職員の方にはわからないことはその都度個別で対応できるようになり、業務についての不安や心配の声は少なくなった。実施期間中に職員間で今の介護の方向性を意思統一する為、介護スローガンを毎日唱和することにし、また、業務の安定化を図る為、サブリーダーを4 名（常勤3 名、パート1 名）を任命した。リーダー、サブリーダーは職員からの些細な話にも耳を傾け早期解決の徹底をすることで実施期間中に職員が定着していき増加することで指導する職員のモチベーションも高くなり、業務の改善案も常勤、パート関係なく、どんどん報告が挙がるようになった。

このように介護の現場の雰囲気が良くなることで、徐々に働きやすい職場作りができ離職率の低下や職員の定着に繋がったと考える。

今回の結果で離職率が増える原因として、統率するリーダーがいない、職場の雰囲気、職場での人間関係、職場に馴染むまでの孤独感が大きく影響していたと考えられ、職員全員で新しく入った職員を支えていく団結力が重要だと思われた。

（まとめ）

実施期間中には「現場が忙しく、指導する余裕がない」と言った声や、指導についての意思統一がまだしっかり行き届いていないことでの職員間のトラブル等、不満の意見も出てきたが、一つ一つ丁寧に対応することで解決に繋がり、指導の仕方も定着していった。リーダー以外の職員もしっかり指導ができるようになった。今後は職員個々のスキルアップ、施設全体の介護の質の向上を目指していく。

○この研究を聞いての考察

　南山苑においても、離職は切り離せない課題であり、減少に向けた取り組みが必要と改めて感じた。これまで、退職者との個人との面談での状況把握はしてきたものの、離職全体で考えてくることは今までしていなかった。この研究は、新人を対象にしたものであるが、今後の人材育成に参考にしていきたいと考える。
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